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１．緒言
近年広まっている文法の揺らぎのひとつに、「違う」の
形容詞化が挙げられる。北本（１）の 994 年の研究による
と「違う」はワ行五段動詞であり、一般的には、表１の左
列のように活用するが、「形容詞化」すると、これらの語
が、右列のように活用して用いられるようになることが示
されている。
表１　「違う」活用形の変化
語幹 ちが ちが（う）
未然形 わ・お かろ
連用形 い・っ かっ・く
終止形 う い
連体形 う い
仮定形 え けれ
命令形 え ○
北本は、「違う」の形容詞型活用形に対する標準・非標
準の意識を明らかにするために、横浜の大学生を対象に、
「違う」を動詞型活用または形容詞型活用させた例文を示
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し、それを普通だと感じるかどうかについてアンケート調
査を行った。
その結果、「君の話とはずいぶん違かったよ」「予想と違
くなるかもしれない」「そんなに違くはないと思うよ」な
ど、連用形をとった場合には、他の活用形よりも普通だと
感じる人が多く、逆に「かなり違いだろうね」と終止形を
とる場合や、「違さがはっきりわかるよ」と語幹用法をと
る場合には、殆ど受け入れられていないという事が示され
た。
また、動詞「違う」の形容詞化について、森川（2）が
2009 年に研究している。森川は、形容詞化した「違う」
について、
１）使用者はどのくらいいるのか
２）使用者には場面による使い分け意識があるのか
などを明らかにするために、仙台市の大学５校の学生、学
部３年生以上、20 代を対象としてアンケート調査を行っ
た。その結果、93％の学生が、何らかの場面で、何らか
の形の形容詞化した「違う」を使用している事が示された。
また、フォーマリティが高くなる程、形容詞化した「違う」
を使う人の数は少なくなるという事、また、他の活用形と
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比較して、「ちがければ」は、文法的に正しいと思ってい
る人が多く、そのために、普段から他の活用形より多く用
いられ、また、フォーマリティによる使用者の数の変化も、
他の活用形に比べて弱い事が示された。さらに、「ちがく
ない」については、誤用との意識が高く、使用頻度は全体
的に低く、かつ、フォーマリティによる使用者の数の変化
が顕著に現われる事が示された。以上の事から森川は、「違
う」の形容詞化の使用は、調査対象となった学生に、すで
に浸透している事は明白であると結論づけた。
ただし、森川の同研究は口頭で話される言葉に限ったも
のであり、書き言葉については、調査の対象とはなってい
ない。
我々は、この、動詞「違う」が形容詞化する現象が、イ
ンターネット上の言語文化においても、話し言葉において
見られるのと同様に起こっているのではないかと考え、こ
の事について、調査・研究を行った。調査研究の対象とす
る、インターネット上の言語文化の代表として、ここでは
Twitter を取り上げた。
本研究は、動詞「違う」が形容詞化する現象について、
この現象のTwitter 上での頻度が様々な要因にしたがっ
てどのように変化するかを調査し、Twitter における形容
詞化現象の広がりにどのような要因がどのように影響を
及ぼしているかを明らかにする事で、インターネット上に
おいても、話し言葉において見られるような文法の揺らぎ
が、同様に現れるのかを明らかにする事を目的とする。
２．研究方法
２．１．Twitter について
Twitter とは、リアルタイムなミニブログサービスと、
SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を合わせた
サービスであり、日本からの利用者は約 500 万アカウン
ト（３）である。そして日本におけるTwitter の特徴として
は、ユーザ数の割合と比較して、投稿量の割合が多い（４）
ということがあげられる。またTwitter自体の特徴として、
全ての投稿（ツイート）の文字数が 40 字以内に制限さ
れている。
Twitter については、すでに様々な先行研究が行われて
おり、例えば荒川ら（５）によって書き込みの特長について
研究したものがある。しかし、現在のところ、その研究は
情報処理側からの研究が主となっており、目的は IMEの
開発や効率的な情報収集法（６）などである。しかし、情報
処理の研究に有効である幅広いユーザ層の文字列が得ら
れるという特徴は、そのまま言語形態の変化を研究するに
当たって有効であると考えられる。
以上の事からTwitterは、適当な長さの文章サンプルを、
大量に、リアルタイムに取得出来るという点において、本
研究における研究対象として優れているといえる。
２．２．解析手法について
Twitter に投稿されたツイートから、単語「違う」及び、
それを活用した単語を含む文を、一定期間にわたって無作
為にサンプリングし、サンプルの内、対象語が形容詞化し
ている物を抽出した。その後、各種条件について、形容詞
化の起こった割合と相関関係が見られるかを評価した。以
下、設定した条件を示す。
１）無条件：サンプル全体の中で、どの程度形容詞化が起
きているか。
２）後続語：ある語と同時に用いられる時、どの程度形容
詞化が起きているか。（接続助詞の「て」など）
３）漢字・かな：漢字で書かれているか、かなで書かれて
いるか。
ただし、一般的な言語学的調査であれば、使用者の年
齢・性別・職業・言語活動に対する意識などが、調査項
目として挙げられるべき所であるが、Twitter ユーザの多
くは、これらの個人情報を公開しておらず、管理者側も
積極的に情報を収集していないため、これらのデータを
Twitter 上で取得する事は困難である。そこで、一般的な
言語学的調査における、使用者の年齢・性別・職業・言語
活動等の基本的な項目に対応するものとして、以下のよう
なTwitter 特有の条件についても評価を試みた。
１）ツイート数：投稿者がこれまでに投稿したツイートの
総数。
２）登録年：投稿者がTwitter に登録した年
３）一日当たりツイート数 :　投稿者の総ツイート数を、
Twitter に登録してからの日数で割った数。
以上のそれぞれの項目について、検討をおこなった。
3２．３．プログラムによるデータの取得・および解析
２．３．１．サンプルの収集
サンプルは、Twitter，inc. が提供する API の内、
Streaming　API : : sample メソッドを利用し、全世界のパ
ブリックツイート（公開ツイート）から大まかに１％を取
得した。このメソッドは、Twitter 上でパブリックツイー
トが行われる毎に、ツイート情報を JSON形式にて送信
してくる。ツイートデータの受信には、短時間で多量の
データ保存処理を超並列に実行出来る、プログラミング言
語Erlang を用いた。この受信クライアントは、オープン
ソースにて公開している。データベースには、JSON形式
で直接保存できるCouchDBを採用した。
２．３．２．収集サーバの運用
稼働率を向上させる目的で、受信クライアントは３台
のLinux サーバ上で独立に同時運用した。時折、一部サー
バが停止する事もあったが、これらは同じデータを受信し
ていたため、最終的に３つのデータベースを統合すること
で解決した。
２．３．４．サンプルの解析準備
収集完了後、データベース内のツイートに対し、正規化
プログラムを適用した。これは、ツイート内に、統計対
象となる語が n個存在する場合、当該ツイートを「対象
活用形からツイート終端まで」の n個のツイートへと分
割するプログラムである。
２．３．５．サンプルの解析
データベースの正規化完了後に、各統計をプログラミン
グ言語 Python にて算出した。頻度分布統計に関しては、
自然言語処理ライブラリNatural　Language　Toolkit
（NLTK）を使用した。品詞や後続語の特定など、形態素
解析を必要とする統計については、形態素解析ライブラリ
MeCab（和布蕪）を使用した。MeCab に供する辞書は、
MeCab　Windows バイナリに付属の IPA辞書とした。
３．結果
３．１　サンプルについて
データサンプルは、20/07/30 から 20/09/0 に
渡って収集した。特に時間連続的な一連のサンプルが必要
な解析に際しては、08/以降のサンプルのみを利用した。
データ収集の結果として「違う」においては、動詞活
用 57980 例、形容詞活用 673 例であり、形容詞活用例
を動詞活用例と形容詞活用例の和で割った形容詞化率は
2.80％であった。
３．２　後続語
動詞活用と形容詞活用に対する後続語の関係について
検討を行った。評価する後続語として「ない（助動詞／補
助形容詞）」「た（助動詞）」「て（接続助詞）」「ば（接続助詞）」
を取り上げた。
表２　後続語による検討結果
後続語 動詞活用 形容詞活用 形容詞化率
違わない・違（う）くない 226 2 34.87％
違った・違（う）かった 5238 43 2.66％
違って・違（う）くて 7890 54 .9％
違えば・違（う）ければ 4 7 5.79％
表２より「違わない・違（う）くない」の形容詞化率が
高いことが示された。「違えば・違（う）ければ」も、形
容詞化率は高いが、実数は僅少であった。このことについ
ては、４章において詳しく考察を行う。
３．３　漢字・かな
動詞活用と形容詞活用に対して、漢字とかなのどちらで
表記されているかについて検討を行った。
表３　漢字とかなの比率による検討
漢字・かな 動詞活用 形容詞活用 形容詞化率
漢字 5228 39 0.74％
かな 5577 28 8.68％
かな率 9.64％ 76.6％
表３より動詞活用のときは漢字表記、形容詞活用のと
きにはかな表記になる傾向が見られた。このことについて
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は、４章で詳しく考察する。
３．４　総ツイート数
動詞活用と形容詞活用に対する総ツイート数の関係に
ついて検討を行った。総ツイート数とは、ユーザがそれま
でにどれだけツイートしたかを示す値であり、この値が大
きいほど、Twitter を長期にわたり日常的に使用している
と考えられる。
表４　総ツイート数による検討
総ツイート数 動詞活用 形容詞活用 形容詞化率
～ 02 未満 853 29 .54％
02 ～ 03 未満 9957 239 2.34％
03 ～ 04 未満 2743 726 2.6％
04 ～ 05 未満 8353 640 3.37％
05 ～ 06 未満 674 39 5.47％
06 ～ 0 0
表４より総ツイート数が多いTwitter をよく使用して
いるユーザの方が、「違う」を形容詞化しやすい傾向があ
ると考えられる。
３．５　ツイッター登録年
動詞活用と形容詞活用に対するツイッター登録年の関
係について検討を行った。ツイッター登録年が古いほど、
ネット上の情報に敏感なネットに詳しいユーザと考える
ことができる。
表５　ツイッター登録年による検討
登録年 動詞活用 形容詞活用 形容詞化率
～ 2007 年 64 0 .60％
2008 年 847 9 2.9％
2009 年 8879 224 2.46％
200 年 30275 888 2.85％
20 年 7365 532 2.97％
あまり傾向は見られないが、最近になってから登録した
人の方が、古くからのユーザよりも、「違う」を形容詞化
しやすい可能性が示された。
３．６　一日当たりツイート数
動詞活用と形容詞活用に対する一日当たりツイート数
の関係について検討を行った。１日あたりのツイート数が
多いほど、Twitter を日常的に使用している環境にあると
考えられる。
表６　１日あたりツイート数による検討
ツイート数 動詞活用 形容詞活用 形容詞化率
～ 0 24035 547 2.23％
 ～ 50 22570 648 2.79％
5 ～ 00 683 264 3.72％
0 ～ 500 48 208 4.74％
50 ～ 000 237 5 2.07％
00 ～ 4 0 0.00％
表６より、ツイート数と形容詞化率は比例関係ではな
く、一日当たりツイート数が 0 と 500 の間にある人に、
「違う」を形容詞化しやすい傾向があることが示された。
４．考察
３．１章より、Twitter における「違う」の形容詞化率
は、わずか 2.80％に留まっている事が示された。森川の
研究によれば、フォーマリティが高い場では、「違う」は
形容詞化しない傾向にあるとされている。これに従うと、
Twitter は、全体としてはフォーマリティの高い場、すな
わち、話し言葉よりは書き言葉に近い言葉が用いられる場
であると考えられる。
ここで、後続する語に着目すると、「違えば・違（う）
ければ」は、5.79％が形容詞化しているが、仮定形の出
現率自体が他の活用形に比べて低いため、わずか７例しか
出現していない。一方で「違わない・違（う）くない」の
形容詞化率 34.87％という数字は、全体の形容詞化率　
2.80％という値と比較して有意に高率であり、「違えば・
違（う）ければ」と比べてもはるかに形容詞化率が高い。
一方、森川の研究によれば、「違くない」は、使い分
け意識が強く働き、フォーマリティの上昇に伴う使用頻
度低下が顕著に現われるが、一方で、「違ければ」は、こ
れを文法的に正しい表現だと認識している人も多いため、
フォーマリティが上昇しても、使用頻度の低下はわずかし
5か現われないという事が示されている。また、このことか
ら、フォーマリティの高い場では「違ければ」の方が「違
くない」より使用頻度が高くなり、フォーマリティの低い
場では「違くない」の方が「違ければ」より使用頻度が高
くなるとされている。今回の調査の結果、「違（う）くな
い」の方が、「違（う）ければ」と比べて、明らかに高頻
度に用いられている事が示されたが、この事を森川の研究
に当てはめるなら、Twitter は、全体としてはフォーマリ
ティが低い場、すなわち、書き言葉よりは話し言葉に近い
言葉が用いられる場であるという事になり、最初に示した
「Twitter は全体としてはフォーマリティの高い、書き言
葉に近い言葉が用いられる場である」という点と矛盾を来
す。この事から、Twitter で用いられている言葉は、従来
の話し言葉とも、書き言葉とも異なる特徴を持った言葉で
あると考えられる。
Twitter で用いられている言葉が、この様な特徴を持つ
ようになった原因として、Twitter に文章を投稿する際に、
必ず何らかの「入力」を経ねばならないという制約が、影
響を及ぼしている可能性があると考えられる。表 3より、
「違う」が動詞活用される場合は、90.36％の割合で漢字
で表記されるが、形容詞活用される場合は、76.6％の割
合でかな表記されていることがわかる。また、これに関連
して、形容詞活用されている場合のなかでも、形容詞語幹
が「違・ちが」である場合と、形容詞語幹が「違う・ちがう」
である場合とで、漢字・かなの比率を調べたところ、「違・
ちが」の場合はかな率　80.0％であったのに対し、「違う・
ちがう」の場合は漢字率が 89.94％となっていた。すなわ
ち、「違う」が動詞として使われる場合と「違う・ちがう」
を語幹とする形容詞として使われる場合とでは、多くの場
合で漢字に変換されて表記されるが、一方で、「違・ちが」
を語幹とする形容詞として使われる場合には、多くの場合
でかなのまま表記されているという事が示された。
この現象の原因の一つとして、多くのパーソナルコン
ピューターや携帯電話などのかな漢字変換プログラムが、
「違う」の形容詞活用に対応していない事などが考えられ
る。Twitter に投稿する時には、必ず何らかの入力装置
（キーボードもしくは携帯電話など）とかな漢字変換プロ
グラムを用いねばならないが、多くのかな漢字変換プログ
ラムは「ちがくない」「ちがければ」などの入力を「違く
ない」「違ければ」などとは変換しない。同じ形容詞化を
経ていても、語幹が「違う・ちがう」である場合には、動
詞「違う」を入力した上で、そのまま活用語尾の入力に移
れるため、本来の動詞「違う」を入力する時と、操作は殆
ど変わらないが、語幹が「違・ちが」である場合には、「違う」
を入力してから「う」を削除した上で活用語尾を別に入力、
もしくは形容詞「違い」を辞書登録するなど意識的な操作
が必要となり、煩雑である。入力の煩雑な方が漢字に変換
される割合が低くなっているということは、形容詞活用さ
れた「違う」を入力する上で、かな漢字変換プログラムの
仕様がひとつの障壁となっていることを裏付ける物であ
ると考えられる。
このように、何らかの「入力」を経ねばならないとい
う事が、Twitter における形容詞化した「違う」の表記
に影響を及ぼしている事が示された以上、同様の原因が、
Twitter における言葉の使い方全般にわたって、影響を及
ぼしている可能性は、否定できないものであると考えられ
る。また、口頭で話される文章が、筆記される文章と様相
を異にするように、これら両者と、キーボードを介して入
力される文章とでは、表現に至るまでに異なった手間が必
要であるという事が、結果として文章の差異となって現れ
てくる可能性も考えられる。
５．結言
本研究は、動詞「違う」が形容詞化する現象について、
この現象のTwitter 上での頻度が様々な要因にしたがっ
てどのように変化するかを調査し、Twitter における形容
詞化現象の広がりにどのような要因がどのように影響を
及ぼしているかを明らかにする事で、インターネット上に
おいても、話し言葉において見られるような文法の揺ら
ぎが、同様に現れるのかを明らかにする事を目的して行
われた。そのため、「違う」が動詞または形容詞として活
用されて使われているツイートを、プログラムを用いて
Twitter から収集し、データベースにまとめ、各種条件に
よって「違う」の形容詞化率が受ける影響について、検討
を行った。
その結果、Twitter においても、話し言葉において見ら
れるような文法の揺らぎが見られるが、頻度は話し言葉の
Twitter を利用した言語形態の変化についての研究
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場合よりも低く、その現れ方は、話し言葉の場合とは様
相を異にしている事が確かめられた。この事は、インター
ネット上において、書き言葉の場とも話し言葉の場とも異
なった、新しい言葉の場、仮に名付けるなら「打ち言葉」
とでもいえる言葉の場が育まれつつあることを示唆して
いると考えられる。
今後、Twitter の利用者が、言語の使用において、どの
ような特徴を有する集団であるのかについて、さらなる検
討・研究が必要である。
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